「博多祇園山笠」における男衆と女衆の認知構造の違いに関する研究 by 森永 智年 & 土井 眞理子






































































































































20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合計
男 1 名 2 名 4 名 1 名 2 名 10 名


















































































































男衆 4 3 3 3 17 9 3 － － － －






































衆 7 6 4 13 17 13 6 2 2 － －
女













気持ち 写真番号 写真からの山笠への印象 具体的理由
(1)  楽しい    5           ⑰ 34,37 長法被に角帯と雪駄姿    6 山笠の正装　６ 祭りの衣装
嬉しい    7
ワクワクする    5 27,94,96 直会での酒と料理     7 直会での料理     6 直会関連
25 山笠に参加する子供たち    2 山笠を受け継いでいく子供たち    3 祭りの継承
6,5 野球や運動会はチームワークが大切   3 皆で一体となって頑張る山笠     4 仲間との団結
21,18 山笠とどんたくはセット物     3 どんたくの次は山笠    2 祭りへの期待
60,68,67 祭りの出店と屋台     2 博多の名物     2 祭りの風景
29 水法被に締め込み姿    4 山笠の格好     3 祭りの衣装
77,78,76 古い町並み    2 山笠が走る町並み     2 祭りの風景
(2) 　緊張感　２　　⑨　　 29 水法被に締め込み姿　　4 山笠の格好　　4 祭りの衣装
引き締まる　　４
シャキッとする　３ 79 山笠が博多入りする博多駅　　2 博多駅も山笠も九州の代表的な物    2 祭りへの誇り
30 台上がりは選ばれた人のみ上がれる   2 山笠の象徴    2 祭りへの誇り
56,12 手拭に対する熱い思い   2 先輩から受け継いだことを次へ繋ぐ    2 祭りへの責任感
37,34 長法被に角帯と雪駄姿   4 山笠の正装    4 祭りの衣装
100,102 山笠でリーダーとして頑張る     2 町での自分の役割をしっかりと果たす    2 祭りへの責任感
(3) 達成感     4 6 野球は山笠と同じ     2 皆で一体となって頑張る山笠     2 仲間との団結
97,94,93 山笠の打ち上げや直会    4 直会や反省会での食事と酒     4 直会関連
(4) 落ち着く    3 77,78,76 実際に住んでいる古い町並み    3 山笠が走る古い町並み     3 祭りの風景
23,20 山笠は櫛田神社の奉納行事     2 山笠の神事が静かに行われる     2 櫛田神社
(5) 懐かしい     3 75,82,85 古い町並み     3 山笠の走る古い町並み      2 祭りの風景
64 川端商店街    2 山笠を感じる商店街      2 祭りの風景
(6) 感謝     3 12 手拭は協力者へのお礼の品    2 山笠は協力者があってこそ続けられる    2 祭りの継承
91,93,27 直会での酒と料理      2 感謝しながら頂く酒と肴      3 直会関連
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図４　女衆の認知構造図
気持ち 写真番号 写真からの山笠への印象 具体的理由
(1) 厳か    5 20,23 お櫛田さん     4 山笠の神事が行われる場所      4 櫛田神社
20,23 山笠は櫛田神社の奉納神事     2 常に身近にある神社     2 櫛田神社
(2) かっこいい    6　　　　　⑧ 30 台上がりは山笠の象徴     3 山笠の晴れ舞台    5 祭りの誇り
勇ましい　2
34,37 長法被に角帯・雪駄姿     5 山笠の正装、礼装    4 祭りの衣装
29,35  水法被に締め込み姿    5 山笠の格好     2 祭りの衣装
締め込みは妻の手伝う仕事     2 祭りの衣装
28,53 武者人形の飾り山     2 飾り山は山笠そのもの     2 祭りの風景
(3) 可愛い     4 25 山笠に参加する子供たち     4 山笠を受け継いでいく子供たち      4 子供への思い
11, 生まれた時から山笠に参加     2 山笠の格好をした赤ちゃんは可愛い     2 子供への思い
(4) 願い祈る     8 94,96 心を込めて作る炊き出しの料理     6 無事に山笠ができるようにと祈りながら作る    6 祭りへの責任感
12,56 山笠での手拭は特別のもの     2 夫の夢であり目標である手拭     2 夫への思い
30 台上がりは皆のあこがれ     2 夫の夢であり目標である台上がり     2 夫への思い
20,23,114 お櫛田さん    2 山笠の安全祈願をする    2 夫への思い
(5) 　楽しい　４　　　⑩ 34,37 長法被に角帯・雪駄姿     4 山笠の正装、礼装     3 祭りの衣装
ワクワクする     6　
雪駄の足音に山笠を感じる    4 祭りへの期待
32 太鼓の力強い音     2 太鼓の音に山笠を感じる     2 祭りへの期待
64 川端商店街      2 山笠を感じられる場所     2 祭りの風景
53,28 飾り山は美しい    4 飾り山は山笠そのもの    4 祭りの風景
(6) 緊張感　　6 34,37 長法被に角帯・雪駄姿     4 山笠の正装、礼装      4 祭りの衣装
29,35 水法被に締め込み姿      6 締め込みの手伝いと洗濯や管理は妻の仕事      4 祭りの衣装














































































































































































































*    p<.05
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Abstract
　“Hakata Gion Yamakasa” is one of the three major festivals in Japan. A group of 
male members of the community called “Hakatabu” supports Yamakasa, while it 
can be said that support by female members behind the scenes has been essential for 
taking over this tradition in this district for generations. There has been no research 
about the awareness of the males who carry Kakiyama Floats and family members 
who support them about “Hakata Gion Yamakasa”.
　In this study, the difference in perceptions about “Hakata Gion Yamakasa” between 
males and females who are involved in this festival is revealed by using an analytical 
method of an image collage technique to delve deeper into the subconscious and 
visualizing it as the difference in cognitive structure.
　As a result, for the conscious of male members that is in the festival itself, conscious 
of female members was found to be in that watch support it.
Key words：hakata gion yamakasa, cognitive structure, image collage, dual coding 
theory, text mining, topophilia
